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１ 今年度の事業の取り組みについて 

 七ヶ宿町の協働教育は、協働本部がこれまで実施・調整してきた事業をもとに、地域・家庭・学校が

相互に連携して子供を育てる環境づくりを進め、地域・家庭の教育力向上を目指し事業を展開してきた。

事業としては、前年度の事業を基本として活動に取り組んだほか、新たに福祉部局とも連携して家庭教

育支援の事業を展開することができた。 

２ 地域学校協働本部について 

 協働本部：七ヶ宿町教育推進協議会（Ｓ５９年設立 構成員１８名 会議２回／年） 

 地域学校協働活動推進員：０人 統括コーディネーター：１人 地域コーディネーター：１人 

 関係団体：七ヶ宿町学校運営協議会（Ｈ２８年設立 構成員１４名 会議３回／年） 

３ 事業紹介 

（１）家庭教育支援 

事 業 名 内    容 備    考 

子育て支援講座 親子で体を動かし、子供の発達段階に応じ

て身に付けたい動きや感覚を養う。 

共催：関保育所 

「親子で人形劇を楽し

む会」 

親子で人形劇を楽しく観劇することによ

って、子供たちの情緒の発達や人格形成に

寄与する。 

共催：関保育所、七教進 

「親子で遊ぶおもちゃ

ワークショップ」 

親子で人形劇の観賞とおもちゃ遊び体験。

子育て相談。 

 

保護者交流支援事業 

「おやこ工作・料理教

室」 

未就学児の保護者を対象に子供の成長や

親同士の悩み相談など、育児に関する情報

交換の場として設定。 

料理の回は健康福祉課が担当し、工作の回

は公民館が担当する。 

共催：健康福祉課 

親子ふれあい料理教室 子供の食育は、小学校頃までが発育・発達

の重要な時期であり、成長著しい大事な時

期を親子が共に調理体験から食事の大切

さを学ぶとともに、愛着醸成を図る。 

協力：食生活改善推進員 

親子ふれあい工作教室 作品を作ることで、地域の暮らしの魅力を

認識、再発見してもらうきっかけとし、町

への愛着形成に繋げる。また、ふれあいの

機会とし、親子の絆と豊かな心を育むこと

を目的とする。 

陶芸教室 

 

 

七 ヶ 宿 町 の 地 域 学 校 協 働 活 動 
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（２）地域活動支援 

事 業 名 内    容 備    考 

ジュニア・リーダー

の育成 

子ども会活動に必要な技術・態度等に

ついて学習し、積極的に活動できる次

代のリーダーを育てる。 

①ＳＪＬＣ「ぽっぽ組」サークル活動 

（定例会・研修会） 

②青少年指導者研修会（初級研修会） 

③地区子ども会へ派遣 

④子ども会育成会事業（クリスマス会）

への支援 

⑤自主企画事業（ふるさと祭りへの出

店・夏まつり開催・ひなまつり工作） 

①会員数：24名 

②理論・実技研修（計３日間） 

③令和６年度は要請なし 

④工作・レクリエーション 

⑤ふるさと祭り（町イベント）、ひな

まつり作品は、水と歴史の館特別

展に出品 

ＮＯ！ぽっち運動 

高齢者が安心安全に暮らせる地域づく

りのため、関係機関が連携し合い横断

的な事業を推進する。 

①ＮＯ！ぽっち会議 

②ＮＯ！ぽっち手紙運動 

③あいさつ＋声がけ運動 

①12の関係機関 

 運動内容の計画、協議 

②町内小中高校の児童生徒から高齢

者世帯に年1～2回手紙を郵送（138

世帯） 

③子供や地域住民、郵便局員など、あ

いさつ＋声がけを行うよう広報 

七ヶ宿総合スポーツ

祭２０２４ 

体力・運動能力調査の実施と併せてフ

ライングディスクの体験会を実施。参

加者同士の交流と技術向上を図る。 

協力：スポーツ推進委員 

 

  

子育て支援講座 保護者交流支援事業「おやこ料理教室」 
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（３）学校教育支援 

事 業 名 内    容 備    考 

地域人材活用事業 

学校からの要望に応じ、地域の人材を講師と

して紹介し、様々な学習活動等を支援する。 

事業によって中止・延期有り 

横川交流会（笹巻づくり）（１・２年） 

イチゴの収穫体験（１・２年） 

畑づくり・そば栽培（総合３・４年） 

炭焼きと森のお話（総合３・４年） 

つまようじづくり（総合３・４年） 

源流米づくり（総合４・５・６年） 

和太鼓演奏（総合５・６年） 

租税教室（社会５・６年） 

歴史・郷土史（総合５・６年） 

グラウンド・ゴルフ講習会・大会（全学年） 

スキー教室・大会（全学年） 

わらじで歩こう七ヶ宿（全学年） 

蛤山登山（３・４・５・６学年） 

七ヶ宿小学校 

七ヶ宿町内職場体験（総合１年） 

地域交流学習（総合３年） 

学校畑電気柵設置（技術３年） 

保育実習（家庭３年） 

租税教室（社会３年） 

人権教室（道徳全学年） 

救命救急講習（全学年） 

開校記念式典（全学年） 

スキー教室・大会（全学年） 

わらじで歩こう七ヶ宿 

七ヶ宿中学校 

学校音楽祭 
町内の保育所・小学校・中学校・高校が一堂

に会して発表する音楽祭。児童・生徒の交流

協働本部（町教育推進協議

会）が主催 

  

ジュニア・リーダーの育成（初級研修会） ジュニア・リーダーと遊ぼう（夏まつり） 
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を図り、町民に子供たちの元気な姿と音楽を

鑑賞する機会を提供する。 

（保育所は欠席） 

七ヶ宿町本読み応援

隊 

地域ボランティアが保育所や小学校を訪問

して絵本の読み聞かせを実施する。 

月１回程度 

図書利用促進 

学校図書の利用促進に向けた取組を支援す

るため、関係機関を集め、情報の共有、課題

を整理・確認するほか、関連事業を組み立て

る。併せて町図書の利用促進、子供も大人も

一体とした読書推進を図る。 

①担当者会議 

②読書通帳の発行 

③スタンプカードの発行 

④生徒作成ポップ作品展示 

⑤木版画ワークショップ 

 

 

 

地域人材活用事業（源流米づくり・稲刈り） 地域人材活用事業（地域交流学習） 

４ 成果と課題 

（１）家庭教育支援 

・健康福祉課と連携して月1回のペースで保護者同士の交流の場を設けることが出来た。参加した

保護者の関心が高く、参加状況が良い。ニーズを整理し、持続可能な事業展開をしていくことが

課題である。 

（２）地域活動支援 

  ・今年度は、町の企業から外部講師を招いたり、町で体験できるアクティビティを取り入れたりと、

ジュニア・リーダーの初級研修の内容をより地域を感じるものにすることができた。サークルに

は新たに７名が加入し、自主企画にも意欲的に取り組むことができている。部活動等との調整が

必要なため、学校との連絡を密にしていくことが求められる。 

  ・ＮＯ！ぽっち運動では、社会福祉協議会による高齢者が児童・生徒へ手紙の返事を書く支援も継

続して行われており、手紙を喜んでくれている高齢者からの声が児童・生徒に届き、意欲向上に

繋がっている。 

（３）学校教育支援 

・体験活動や学習活動を通して、地域住民と関わり社会性を養い、地域の一員であることを考え、

課題を発見し、行動する機会となった。 

  ・本読み応援隊の活動を順調に行うことができた。ボランティアの養成や新たなメンバー募集にも

引き続き協力していく必要がある。 

・小中各校において地域の人材を活用する仕組みが確立されており、スムーズな活用が行われてい

る。事務局は不足した場合等相談を行っている。幅広い人材の確保が課題である。 



 

 

 

○市町名  七ヶ宿町 

○学校名  七ヶ宿町立七ヶ宿中学校 

○期 日  令和６年１０月２５日（金） 

○内 容 

 総合的な学習の時間（第３学年） 

「地域交流活動」 

・これまでの学習のまとめとして、町の方と

の交流で得た学びを生かし、生徒自身が考

える町の課題の解決に役立つ活動を計画

し、七ヶ宿を思い続ける心や七ヶ宿の地域

づくりに参画し続けようとする意識を高

めさせる。 

○講 師 

七ヶ宿まちづくり株式会社  

地域交流課 課長 成田 知将 氏 

株式会社ユズファームワイナリー 

 代表取締役兼栽培醸造責任者 荒井  謙 氏       

七ヶ宿町関保育所 所長 黒澤 千春 氏 

シルバー人材センター 新山 秀夫 氏 

○指導補助 

吉村 さだゑ 氏（わらじ作り） 

 

○生徒の声 

・特にメニュー開発が難しく「売れるもの」を

作るのは、簡単ではないということが身に染

みて感じました。更に原価計算では、様々な

ことが考えられて１つの商品が作られてお

り、とてもやりがいのある仕事だと思いまし

た。今回、体験したことは将来必ず役に立つ

と思うので、社会に出たときには思い出して

活動していきたいです。（こ・らっしぇでの活動） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・たくさんの子供と遊んだり、話したりしてと

ても楽しかったです。また、担当の先生の注

意の仕方がとても上手で、子供たちは先生の

話をよく聞いていたのが印象的でした。私は

将来保育士になりたいので、先生のようにし

っかりと注意ができて、好かれる先生になり

たいと思いました。地域貢献できたかは不安

ですが、とても良い経験をさせていただきま

した。       （関保育所での活動） 

 

 

 

 

 

 

 

・初めての果物の収穫は大変だとは思っていま

したが、広大な敷地を３人で収穫から販売、

ジュースへの加工まで手掛けており、それに

驚きました。荒井さんは、ぶどう一つ一つに

最高の品質を求めていて、ぶどう栽培やワイ

ンづくりに対して、とても情熱をもって取り

組んでいらっしゃるのだと思いました。 

（ユズファームワイナリーでの活動） 

・わらじ作りはとても 

難しいことが分かり 

ました。昔の人は、 

自分のわらじを自分 

で作っていたという 

話を聞いたときには 

とても大変だと思い 

ました。講師の方に分かりやすく教えてもら

ったので、何度も練習すれば自分でも上手に

作れるようになると思いました。今回の活動

では、２回しか教わることができなかったの

で、冬のわらじ講習会に参加して、一人でも

作れるようになりたいです。 

（わらじ作り活動） 

七ヶ宿町 七ヶ宿町立七ヶ宿中学校(総合的な学習の時間)「地域交流活動」 



 

・今回の活動では、成 

田さんから「や・す 

まっしぇを利用して 

いるお客様にアンケ 

ートをとる」という 

案をいただき、「や・ 

すまっしぇの満足度 

や七ヶ宿町の認知度を測る」ということを主

目的として活動しました。活動の中で、お客

様にアンケートをとっていた際に私が声を

かけられなかった方に、アンケートの協力を

呼びかけていただく場面があり、助けていた

だきました。おかげさまで、目標以上の回答

数を集めることができ、アンケート結果を充

実させることができました。今後は集計結果

を分析し、七ヶ宿町を知ってもらえるために

どのように発信していくべきなのかを考え

たいです。また、七ヶ宿町に還元するために

自分にできることは何かを考え、取り組んで

いきたいです。 

（や・すまっしぇでの活動） 

○講師から 

 ・この学習は、自分たちの職場や仕事を知って

もらうと同時に、中学生を知ることだと感じ

ました。今の中学生がどういう取組をしてい

て、どういうことを考えているのか知ること

は、“地域の大人”として、これからどう学校

と関わるかを考えるきっかけになりました。

特に弊社は“まちづくり”をする会社なので、

地域との協働は不可欠です。しかし、学校と

接する機会は少ないので、よいきっかけでし

た。これからも継続して関わることでお互い

に経験を高め、より良いことにチャレンジし

ていきたいです。ゆくゆくは、この取組をし

た学生が大人になった後、“地域の人”として

関わってくれることを期待しています。 

（七ヶ宿まちづくり株式会社:成田 知将 氏） 

 ・予想以上に一生懸命取り組んでくれました。

今年から、町内外の高校生との交流もあった

なか、地元の子供ということもあり、気持ち

が入った状態でやってくれているのを感じ

ました。実際に畑を歩いて広さを感じたり、

採れたての果物を食べて買ったものとの違

いを感じたり、こういう機会は貴重だと思い

ます。今回のように地元の若い子にも知って

もらい、将来的にその子の中に残ってくれれ

ばと思いました。 

（株式会社ユズファームワイナリー:荒井 謙 氏） 

 ・中学生が来てくれて、園児たちも喜んでいま

した。短時間でしたが、やれることを見つけ

て積極的に動いてくれました。将来の進路選

択のお役に立てたなら良かったと思います。 

（七ヶ宿町関保育所:黒澤 千春 氏） 

 ・わらじ作りを覚えようと生徒が来てくれて嬉

しかったです。回を重ねるごとに上手になっ

ていきました。今後開催するわらじづくり講

習会にも来てくれるのを期待しています。昔

はわらじの作り手がたくさんいましたが、今

では少なくなって寂しいものです。地元の子

供がやろうとしてくれるのは嬉しいことで

す。もっと誰でも来てくれると良いなと思い

ます。      （わらじ作り:吉村 さだゑ 氏） 

○教職員の声 

１年生からの学習を踏まえ、今回の地域交流

活動を行いました。企画書の作成から始まり、

このプロジェクトを通して、自分や協力者の方、

そして町にとって良いことは何かを考え、プロ

ジェクトのゴールを定めました。５つの事業者

様にご協力をいただき、実際に収穫や製作、ア

ンケートの実施など、自分たちが考えた課題解

決法を実践させていただきました。受け継がれ

てきた歴史、商品づくりに対する思いや苦労な

ども教えていただくことで、生徒は地域の特色

や町の人の温かさを感じることができました。

今回の活動を通して、生徒自身が町のためにで

きることは何かを考え、今後も町を思い続ける

ことや社会に参画していこうとする意識を高

めることができました。今回の活動が充実でき

たのは、ご協力いただいた方の様々なご支援の

賜物です。本当にありがとうございました。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

七ヶ宿小 
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１ 今年度の事業への取組について 
大河原町教育委員会では、子供を地域全体で育むために、家庭・地域・学校をつなぐ仕組みをつ

くり、協働による教育活動を通じ、家庭・地域の教育力向上を目指す「地域学校協働活動」を推進

している。 

２ 地域学校協働本部について 

   大河原町地域学校協働本部にて協働教育に関する組織的な目標及びビジョンの共有を図り、より

多くの地域住民や団体等の参画、活動のネットワーク化に繋げていくとともに、町内小中学校の学

校運営協議会との連携を図っていく。 

３ 事業紹介 

（１）家庭教育支援 

事 業 名 内    容 備    考 

子育て親育ち講座 

保護者または親子が集まる機会に、子供

とのふれあい活動や、講話などを通して

家庭の教育力向上を図り、子育て親育ち

の一助とする。 

内容：幼児と楽しむふれあい体操や講話 

防犯講座 他 

会場：保育園・幼稚園 

児童厚生施設及び小・中 

学校等 

対象：幼児・児童・生徒及び保護者 

又は保護者のみ 

参加者：延べ １，１０２名 

子育てサポーター

養成講座 

子育て支援を行う「子育てサポーター」の

養成を通し、家庭教育や子育てに悩む親を

地域全体で支援する環境づくりと社会意

識の醸成につなげる。 

会場：大河原町中央公民館 

回数：３回 

参加者：延べ３９名、修了者８名 

夏休み親子手作り

絵本教室 

世界で一つの絵本作りを体験し、子供たち

の創造性と想像力を育み、本への愛着や親

しみを深める。 

期日：８月５日・７日・８日 

会場：大河原町中央公民館 

対象：幼児及び小学生、保護者  

参加者：１４名（１０組） 

 

 

 

 

 

 

 

 

大 河 原 町 の 地 域 学 校 協 働 活 動 

子育て親育ち講座 夏休み親子手作り絵本教室 子育てサポーター養成講座 
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（２）地域活動支援 

事業名 内 容 備 考 

ジュニア・リーダー 

事業・研修会 

中高生を対象に、地区子ども会活動の支援や地域

活動を行うリーダーとして、様々な知識や技術の

習得を目指す。 

・定例会（月１回） 

・初級・中級・上級研修会 

・地区子ども会、親子会、児童厚生施設等への派

遣 

・自主企画イベントの開催 

在籍数：高校生１１名 

中学生 ７名 

小学生 １名 

計１９名 

活動場所：中央公民館 

チャレンジキャンプ

蔵王！（インリーダー

研修会） 

地区子ども会活動の中心的役割を担う小学４・

５・６年生を対象に、他校間の交流や、野外活動

等を通じ、子供の自主性・主体性を養い、子ども

会の良きリーダーとしての知識や技術の習得を

目指す。 

対象：小学４～６年生 

参加者：３８名 

   児童 ２８名 

   ＪＬ １０名 

青年会支援事業 
小学生親子を対象としたイベント企画の開催 

・東の寺ｄｅきもだめし 
参加者：親子１３組 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）学校教育支援 

事業名 内 容 備 考 

職場体験 
町内各事業所への連絡調整を図り、取りまとめ

を行う。 

対象：大河原中学校 

金ケ瀬中学校 

２年生 

中学生子育て理解講座 

家庭科の学習支援として、町保健師による講義

や指導のもと、沐浴人形を使用したおむつ替え

体験や妊婦シミュレーターを装着しての妊婦体

験を行う。 

対象：大河原中学校 

金ケ瀬中学校 

３年生 

ジュニア・リーダーと遊ぼう会 インリーダー研修会 

 

ジュニア・リーダー定例会 

（青年会との顔合わせ） 
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事業名 内 容 備 考 

学校支援 

ボランティア事業 

町内小中学校からの支援要請に応じ、学校支援

ボランティアを派遣する。 

〇１年生お世話し隊（下校見守り、給食支援、見

学・体験学習引率） 

〇クラブ活動支援（囲碁・将棋、家庭科、茶道） 

〇図書関係支援（貸出、読み聞かせ、整頓） 

〇環境整備支援（理科室、畑整地、植栽） 

〇音楽関係支援（ピアノ伴奏、民謡指導、琴体

験） 

〇学習支援（裁縫指導、ミシン修理、食育、サツ

マイモ苗植え・収穫、昔あそび、など） 

場所：大河原小学校 

大河原南小学校 

金ケ瀬小学校 

大河原中学校 

金ケ瀬中学校 

職業人に話を聴く会 

様々な分野で活動する方々の話を聴くことで、

職業への関心を高め、将来の進路選択に対する

意識や職業観を磨く。学校から要請のあった職

業分野について、就業している方への依頼や、連

絡調整等を図る。 

対象：大河原中学校 

金ケ瀬中学校 

１年生 

 

 

 

 

 

 

 

（４）放課後子供教室 

放課後の時間を活用し、地域の様々な大人との交流や多様なプログラムを通して、地域の子供を育て

る環境づくりをしている。また、「放課後子ども総合プラン」に沿った児童クラブとの連携を推進してい

る。 

事業名 内 容 備 考 

大河原小学校 

ほうかご寺子屋 

活動内容：学習支援、講師による特別教室 

（科学実験教室・レクリエーション）等 

活動場所： 

大河原小学校 

（ＰＣ教室） 

中学生子育て理解講座 
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大河原南小学校 

放課後子供教室 

活動内容： 

ＡＣＰ活動、伝統文化継承活動（和太鼓演奏、か

るた取り体験、けん玉体験）、野外活動、田植え体

験、餅つき大会、茶道体験、百人一首体験 他 

※平成３０年度より、ＮＰＯ法人子ども育成支援

団体キハト会へ業務委託を行っている。 

活動場所： 

大河原南小学校 

(アッセンブリホール) 

金ケ瀬小学校 

放課後子供教室 

活動内容： 

科学実験教室、七夕飾り制作、ハンドベル・トー

ンチャイム発表会、餅つき大会、たこあげ大会、

百人一首大会、太鼓演奏、仙台大生によるレクレ

ーション活動 他 

活動場所： 

金ケ瀬公民館 

（大集会室） 

 

 

 

 

 

４ 成果と課題 

○家庭教育支援事業 

子育て親育ち講座や子育てサポーター養成講座、夏休み親子手作り絵本教室など各事業において多

くの参加者を集め好評であった。子育てサポーター養成講座修了者へ活動の場の情報提供を行い、町

の家庭教育支援チームへ数年ぶりの新しい加入者もあった。このことで、活動が活発になっており、

引き続き新たな人材の確保を進め、現代のニーズにあった支援のかたちを目指していく。 

○地域活動支援事業 

ジュニア・リーダー事業については、宿泊による初級研修会やインリーダー研修会により様々な技

術や知識を習得するとともに協調性を育む良い機会が提供できた。今後は、ジュニア・リーダーが、

より責任感と自主性を養えるよう、活動の内容や進め方やなどを工夫していく。 

○学校教育支援事業 

学校支援ボランティア事業については、登録更新及び各学校を訪問し実状の把握に努めた。今後も

各学校との連携を図り、学校側のニーズに合わせた派遣及び活動を行っていきたい。 

○地域学校協働活動 

大河原町地域学校協働本部立ち上げ以来、研修会や協議を通して組織的な目標及びビジョンの共有

が徐々に浸透してきた。教職員や地域住民への周知活動を通して広く地域学校協働活動の推進に努め

る。 

大河原小学校（学習支援） 金ケ瀬小学校 

（ハンドべル・トーンチャイム演奏） 

大河原南小学校（田植え体験） 

） 



 

 

 

〇市町名  大河原町 

〇学校名  大河原町立大河原南小学校 

〇期 日  令和６年１０月５日(土)~６日(日) 

〇内 容 

「南小オヤジの会」主催の防災キャンプ 

   ・大規模災害の発生でライフラインが途絶

えても生き抜く力を身に付けるため、避

難所生活の疑似体験を行う。 

 

〇講 師   

南小オヤジの会 

会 長  泉 信行  氏 

副会長  渡邉 正恭 氏 

    山家 剣  氏 

     平間 晃  氏 

     佐藤 義則 氏 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇南小オヤジの会の活動概要・設立の趣旨 

 令和 2 年 7 月 16 日設立 現会員 17 名 

 設立の趣旨 大河原町立大河原南小学校の児

童に多種多様な経験をさせ児童の

成長の一助となることを目的とす

る。また、会員の親睦も目的とする。 

  

 年間活動 防災キャンプ、南小 PTA 活動への

参加、学校運営協議会への会長参加、

総会、懇親会、町公園サポーターと

して年５回の公園の除草活動 

 

 

 

〇児童の声 

・はじめは難しいと思っていましたが、誰でも

気軽に体験できるものでした。竹で食器を作

るなどのいろいろな体験はとても楽しかっ

たです。           （6 年女子） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・どのくらいの降水量で家の一階まで浸かるの

かということや、非常食が約５年ももつこと

が分かりました。いろいろ初めて分かったこ

とがあって楽しかったです。来年は手伝いに

来たいです。         （6 年女子） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・最初はちゃんとできるかなと不安でした。で

も、友達やスタッフの方、先輩方から優しく

「こうやるんだよ」と教えてもらったので、

しっかり体験ができとても楽しかったです。 

（６年女子） 

大河原町 大河原町立大河原南小学校「『南小オヤジの会』による防災キャンプ」 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・防災キャンプでは、いろいろな体験をしました。

特に楽しかったのは、ドラム缶風呂です。自分

たちのちょうどいい温度に調節して入るのが

楽しかったです。        （６年女子） 

 

・竹の食器作りなど、最初は「難しい、絶対でき

ない」と思っていたけれど、楽しいし意外と簡

単だなと思いました。作った食器を使って、夜

ご飯はピザやラーメンを食べました。とても楽

しい体験ができました。     （６年女子） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇講師から 

 会長 泉 信行 氏 

   子供たちに生きる力を身に付けてもらい

たい！こんな時どうすれば良いか…を考え

てもらいたいですね。地域として関わること

で、子供たちとの繋がりを持てることを、こ

れからも大事にしていきたいです。 

 

 

平間 晃 氏 

日頃から地域の人たちと関係を密にし、

自主的に活動できる人材が多い地域は「災

害に強い地域」です。南小オヤジの会主催

「防災キャンプ」で、そのような人材を小

学校６年生から育てたいと思います。 

 

佐藤 義則 氏 

 この防災キャンプは、町の指定避難所に

なっている南小学校に泊まり避難所体験

をしてもらいたい、との思いで行っており

ます。また、授業でできないことをオヤジ

たちの技術を生かし体験してもらえるよ

う工夫して実施しております。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇教職員の声 

竹で食器を作ったり、ドラム缶のお風呂に入

ったりと、普段はできないような貴重な体験を

することができていました。楽しみながら災害

について知り、防災への意識を高めることがで

きていたので良かったと思います。 

（6 学年担任） 

 

〇教育事務所から 

  地域の子供たちのために主体的に活動を展

開する会の皆様の思いが、着実に子供たちの心

に響いていました。この活動に魅力を感じた卒

業生が支援者として加わる姿もすばらしいで

す。多世代交流がさらに広がり、大人も子供も

笑顔あふれる活動が数多く実践させることを

期待します。 
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 －村教委 1－ 

 
  

 

 

 

 
１ 今年度の事業への取組について 

 

むらたっ子応援団事業では、家庭・地域・学校の連携・協働のもと、子供たちの学びの充実を図

る活動を展開している。また、活動をとおして生まれる「人とのつながり」を重視し、地域が一体

となって子供たちを育む体制づくりを目指し、併せて町民が培ってきた知識や技能を活用する機会

の充実を図っている。 

 

２ 地域学校協働本部について 
   

（１）むらたっ子応援団協議会 

      子供たちを地域全体で育むため、家庭・地域・学校の関係各者が連携し、子供たちの「学

び」の充実に向け、事業全体の活動方針・計画の策定や活動の助言・指導、評価・検証を行

う。 

（２）村田町地域学校協働本部 

      むらたっ子応援団協議会で立案された計画や方針、事業の評価・検証に基づき、子供たち

や保護者の学びを充実させるための取組を行う。 

（３）コーディネーター 

   町教育委員会生涯学習課の社会教育指導員が統括コーディネーター（兼地域コーディネー 

ター）としての役割を担う。 

 

□令和６年度むらたっ子応援団事業組織全体図 

 

村 田 町 の 地 域 学 校 協 働 活 動 

動 
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３ 事業紹介 
 

（１）家庭教育支援 

 

事 業 名 内      容 備考（会場・対象・参加人数） 

 

家庭教育学級 

 

 

 

講話「わらべうたをとおした親子のふれあ

いについて」 

講師：宮城わらべうたの会 

武石 麻弥 氏 

・子供と一緒にわらべうたを歌ったり手

遊びをしたりすることで、どのように

親子のふれあいが深まるかについて

保護者が学ぶ機会を提供した。 

 

１．村田幼稚園 

会 場：村田幼稚園 

参加者：保護者  ４６名 

２．村田保育所 

会 場：村田保育所 

  参加者：保護者  ７８名 

「親子ふれあい体操」 

講師：村保 (株)こども体育研究所 

   村幼 カワイ体育教室 

・年齢に適した親子でできる体操をとお 

して、親子でふれあう手法を学び、家 

庭での親子のよりよいコミュニケー 

ション能力を育成する機会を提供し 

た。 

１．村田保育所 

会 場：村田町民体育館 

参加者：親子   ９２組 

２．村田幼稚園 

会 場：村田町民体育館 

参加者：親子   ４９組 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）地域活動支援 

事 業 名 内      容 備考（会場・対象・参加人数等） 

子ども体験 

学習クラブ 

「常夜灯に絵を描こう！」 

・絵付けをきっかけとして、自分たち 

の祖先を意識するとともに、お盆に 

対して興味関心をもってもらうこ 

とを目的に実施した。 

会 場：村田町中央公民館 

参加者：小学生   ４６名 

野外活動 

体験事業 

①「夏の子ども村キャンプ」 

②「春の子ども村キャンプ」 

・ジュニア・リーダーの指導のもと、

異年齢集団でのキャンプ生活をと

おして、思いやりや自主性、たくま

しく生きる力を養うことを目的に

実施した。 

①会 場：蔵王自然の家 

参加者：小学生   ６０名 

ジュニア・リーダー ２３名 

②会 場：村田町中央公民館 

参加者：小学生及びジュニア・リーダー 

（３月開催予定） 

【家庭教育学級】 
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蔵の町むらた 

布袋まつりに

参加しよう 

（山車の引き手） 

昔から伝わる地域の風習や芸能と

いった「伝統行事」を実際に体験する

ことで、郷土の祭りに愛着を持たせる

ことを目的に実施した。 

会 場：村田町内 

参加者：小学生    ２８名 

保護者    １５名 

ジュニア・リーダー  ２８名 

ジュニア・リーダーＯＧ ２名 

ジュニア・ 

リーダー活動 

（会員２８名） 

「マボック発表会」 

・ジュニア・リーダーが自ら企画した

手作りのクリスマス会を子供たち

にプレゼントすることで、お世話に

なった人に対する感謝の気持ちが

もてるようにするとともに、地域ボ

ランティアの活動をとおして、自主

性や協調性を養い、青少年リーダー

としての資質・能力をさらに高める

ことを目的に実施した。 

会 場：村田町中央公民館 

参加者： 

小学生       ３７名 

ジュニア・リーダー １４名 

 

 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）学校教育支援 

 

事 業 名 内       容 備考（実施機関） 

安全支援（登下校時） 児童生徒の登下校時の安全見守り 村田小学校・村田第二小学校 

安全支援（校外活動） 園外保育 村田幼稚園・村田保育所 

本の読み聞かせ活動 本の読み聞かせ（朝・放課後） 
村田小学校・村田第二小学校・ 

村田幼稚園 

教科支援 歴史の学習、文化体験、書道指導 等 
村田小学校・村田第二小学校・ 

村田第一中学校 

農業体験学習支援 
野菜等の栽培・収穫、紅花の栽培・収 

穫、米づくり、大豆栽培、等 

村田幼稚園・村田保育所・村田小

学校・村田第二小学校・村田第二

中学校 

行事支援 
七夕飾りづくり、餅つき会、だんごさし

体験、凧あげ 等 

村田第二小学校・村田幼稚園・ 

村田保育所 

部活動支援 
村田第一中学校総合文化部、村田第二中

学校卓球部 

村田第一中学校・村田第二中学

校 

     

 

 

【夏の子ども村キャンプ】 【マボック発表会】 
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（４）むらたっ子応援団事業における研修会等 

 

事 業 名 内       容 備考（会場・対象・参加人数） 

むらた庭木剪定 

講習会 

庭木剪定の技術向上 

活動をとおした生徒との交流 

新規ボランティアの養成 

①村田第一中学校 

むらたっ子応援ボランティア 

及び一般町民      ８名 

②村田第二中学校 

むらたっ子応援ボランティア 

及び一般町民      ８名 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

４ 成果と課題 
 

 

 

 

子供たちの様々な「学び」の場面で、学校・家庭・地域が協働することによって、子供たちの教育

環境を充実させるとともに、町民がこれまでに培ってきた知識や技能を活用する機会の拡充を図る

ことができた。引き続き、教員や保護者、地域ボランティアなどが一体となって、子供を育む体制を

強化していくことが重要である。新型コロナウイルス感染症の 5類感染症移行後は、以前とは違うや

り方を工夫したり、新たな取組を始めたりする動きが見られる。引き続き、計画的に活動を進め、地

域連携担当や地域ボランティアと継続的に意見や情報を共有し、連携・協働を図っていきたい。 

【味噌づくり体験】 【昔の遊び】 【田植え】 

【むらた庭木剪定講習会】 

【紅花染め】 【ガラス細工】 【餅つき】 



 

 

 

○市町名  村田町 

○学校名  村田町立村田小学校 

○期 日  令和６年１１月２９日（金） 

○内 容 

 総合的な学習の時間（第６学年） 

「紅花で栄えた村田町 

 ～紅花染めを体験しよう～」 

 ・紅花染めの体験を通して、村田町がかつて紅

花で栄えた歴史があったことを理解する。 

○講 師 

  草木染工房 野乃色  柴田 眞理子 氏 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○児童の声 

・紅花染めはとても楽しかったし、おもしろか

ったです。一番楽しかったことは、模様をつ

けるために布を輪ゴムで止めたり割りばし

ではさんだりしたことです。おもしろかった

ことは、染料が布に吸い込まれて、とう明に

なっていくことです。一番染めなどで色が違

うことも初めて知り、おどろきました。にお

いはちょっと苦労しましたが、とても楽しか

ったです。ありがとうございました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・初めての紅花染めで、どんな模様ができるか

ワクワク・ドキドキがいっぱいでした。紅花

はあまいにおいだと思っていたけど、とても

すっぱいにおいがしておどろきました。また

染める機会があれば、お手本で見せていただ

いた青色にも染めてみたいと思いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・紅花染めを教えていただきありがとうござい

ました。ビー玉や輪ゴム、割りばしだけでも

いろんな模様ができて、すごいなと思いまし

た。村田町の紅花の伝統がこれからも続くよ

うに、応援したいと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・私は紅花染めで楽しかったことが１つ、大変

だったことが１つありました。楽しかったこ

とは、割りばしやビー玉を輪ゴムで止めるこ

とです。輪ゴムをくるくると回して止めるの

で楽しかったです。大変だったことは、布を

紅花の色素の中に入れて、混ぜていくところ

です。割りばしやビー玉が引っかかって、混

ぜるのが難しかったです。また、酢などを入

れていたので、すっぱいにおいがたくさんし

村田町 村田町立村田小学校(総合的な学習の時間)「紅花染め体験」 



 

てくさいと思いました。大変なこともあった

けれど、きれいなピンク色に染めることがで

きたのでうれしかったです。早く家族に自ま

んしたいです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・紅花染めをやって楽しかったことは、模様を  

つけることです。模様をつけるためには割り

ばしやビー玉、輪ゴムで布を結ぶことが分か

りました。私はビー玉を使って水玉模様にし

ました。きれいにできてうれしかったです。

きれいな模様になっている人がたくさんい

て、すごいなぁと思いました。班で協力して

紅花染めをするのがとても楽しかったです。

またやる機会があったら、家族でやってみた

いです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○講師から 

毎年講師として関わらせていただいている

活動ですが、今年も子供たちと一緒に紅花染め

をすることができ楽しかったです。布を絞る活

動では、始めは戸惑っている子供たちもいまし

たが、どの子供も説明をよく聞き、すてきな紅

花染めの作品ができたので安心しました。通常

よりも紅花の量を増やして染料を作り持って

きたのですが、きれいに色が出て良かったです。 

          (柴田 眞理子 氏) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○教職員の声 

自分たちで種から育てた紅花が、染め物にな

って手元に残ることがとてもうれしそうでし

た。また、一連の体験を通して、村田町の歴史

について改めて知るいい機会となりました。こ

の伝統的な紅花染めが今後も続いてほしいで

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○教育事務所から 

染めの美しい発色、思い思いに付けたきれいな

模様を目にした児童は、改めて地域の歴史や伝統

のすばらしさを実感できたと思います。 
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